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論
理
壊
の
領
域
に
敷
阜
の
形
式
的
方
法
を
勝
一
周
す
る
い
わ
ゆ
る
記
競
論
理
一
壌
の
考
ど
は
遠
く
ラ
イ
ブ
ニ
九
た
に
強
し
‘
ブ
ー
だ
〉
に
よ
っ

(
べ
凹
)

て
基
礎
付
け
ら
れ
P
U
ェ
方
ン
点
一
w

ピ
ア

1
ス
，
を
経
て
‘
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
に
よ
う
て
集
大
成
さ
れ
た
。
他
方
教
撃
の
巌
密
な
立
論
を
目
指

し
て
‘
J

従
凍
の
形
式
論
理
壌
よ
り
強
度
の
内
容
と
高
度
の
形
式
と
を
も
っ
新
論
理
壌
を
建
設
し
.
奮
来
の
敷
島
?
を
再
構
成
す
る
こ
と
が
フ
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六ヨ王

内

は
し
が
き

芹
補
分
現
京

可
補
分
配
束
方
程
式

癒

m

イ

録

件

整

理

ロ

関

係

摘

尚
p

ハ
集
聞
構
成

可
補
分
配
束
函
数
の
次
致

む

す

び

は

し

iJ宝

r
l
畠

r
f
F
h伶
[

「
l

• 
」
『

i

U
】

t
f
A

局

V
Y

れ

J
a
p
-

、

噌

守-
J:-.... ， 

十し



、F

，由
〉宇

唱勘

唱」

• n 

司

王

)

-

九

六

)

《

七

}

レ
ー
グ
)
ペ
ア

1
ノ
に
工
っ
て
始
め
ら
れ
.
ホ
ヲ
イ
ト
ヘ
ッ
ド
、
ラ
ッ
セ
ル
に
よ
っ
て
一
感
完
成
の
域
に
も
た
ら
さ
れ
た
。

第
一
の
流
れ
は
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
の
主
著
「
論
理
代
数
皐
」
の
標
題
か
ら
も
讃
み
取
ら
れ
る
通
り
‘
記
擁
論
理
撃
を
一
つ
の
代
敷
島
?
と
見

る
。
創
ち
記
競
論
理
事
の
基
本
原
則
は
推
理
の
法
則
を
表
現
す
る
た
め
に
立
て
ら
れ
た
も
の
で
は
あ
る
が
、
教
皐
の
立
場
で
あ
る
純
形
式

-
A
-
的
た
観
附
拙
か
ら
‘
こ
れ
ら
原
則
を
任
意
の
原
則
の
上
に
立
。
一
つ
の
代
教
を
定
む
べ
き
基
本
的
た
計
算
規
則
と
考
え
丘
の
で
丸
山
下
従
。

ペ
九
}

て
、
現
今
の
対
象
代
敷
事
で
い
う
伐
数
系
と
し
で
‘
記
一
概
論
理
撃
を
研
究
す
る
立
場
と
い
え
よ
う
。
第
二
の
流
れ
は
非
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
幾

F

'

・へ一

O
)

何
事
護
見
を
機
と
し
て
起
っ
た
敷
撃
者
の
側
に
お
け
る
敷
皐
の
論
理
峠
性
格
の
反
省
と
‘
集
合
論
に
お
け
る
道
理
の
出
現
を
機
と
す
る
教

撃
の
論
理
的
構
成
の
企
圃
と
に
力
離
を
お
ぐ
も
の
主
見
る
こ
と
が
で
き
よ

20

も
し
こ
の
よ
う
た
考
え
方
が
許
さ
れ
る
な
ら
ば
‘
第
一
の
プ
ー
ル
・
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
流
の
記
競
論
理
事
は
い
わ
ゆ
る
可
補
分
配
束
論
に

そ
の
最
も
現
代
的
た
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
‘
第
二
の
ペ
ア
I
ノ
・
ラ
ッ
セ
九
流
の
記
披
論
理
皐
除
い
わ
ゆ
る
ウ
t
.
1
ン
愚
闇
の
科
皐
論

理
墜
に
そ
の
最
も
一
般
化
し
た
形
を
見
る
と
と
が
で
き
る
と
い
え
よ
う
。

失
点
記
糖
論
理
事
の
現
代
的
た
こ
っ
の
姿
で
あ
る
束
論

P
E
t
s
-
1
r
k
)
と
科
皐
論
理
皐

p
sト
長
と
の
臆
一
局
、
そ
見
る
に
、

通
常
述
べ
ら
れ
る
と
こ
ろ
は
い
束
論
は
つ
い
て
は
代
敷
系
の
結
合
霊
感
即
ち
代
敷
一
糸
の
紅
畿
の
研
究
へ
の
慮
用
が
主
で
あ
り
‘
科
事
論
理

ペ
一
回
)

壌
に
つ
い
て
は
敷
皐
‘
物
理
皐
又
言
語
皐
基
礎
論
へ
の
慮
用
で
へ
あ
る
。
こ
れ
ら
の
膝
用
が
カ
ー
ル
ナ
ッ
プ
の
い
う
新
論
理
拳
の
(
醤
論
理

《
一
五
)

皐
に
比
し
て
は
る
か
に
)
多
面
的
た
賞
用
性
で
あ
る
こ
と
を
否
む
も
の
、
で
は
た
い
が
、
抽
象
の
基
礎
で
あ
る
べ
き
兵
瞳
性
を
離
紅
た
多
分

に
理
論
的
た
態
用
に
偏
し
た
も
の
-
で
あ
っ
て
、
記
競
論
.
理
事
の
古
典
乃
至
初
等
的
た
又
賓
用
的
た
臆
用
が
無
観
さ
れ
て
主
い
諜
の
も
の
で

も
た
い
ん
‘
又
そ
の
よ
う
な
藤
用
こ
そ
)
あ
る
意
味
で
重
蹴
せ
ね
ば
た
ら
ぬ
こ
と
と
考
え
る
。

、
可
補
分
配
束
輸
の
初
等
的
療
用
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註
一
五

詮
一
六

可

補

分

配

束

一
般
束
、
モ

I
グ
ル
束
‘

分
配
束
と
順
を
追
っ
て
概
念
構
成
す
る
こ
と
を
止
め
‘
直
ち
に

A
代
敷

こ
こ
で
は
順
序
集
合
か
ら
始
め
て
‘

系
と
し
て
可
補
分
配
束
の
定
訴
を
掲
げ
る
こ
と
と
す
る
。

集
合
B
の
お
へ

b
l

へ
ん
・
:
の
聞
に
次
の
諸
僚
件
を
み
た
す
二
種
の
.
演
算
)
と
(
が
定
義
さ
れ
て
い
る
と
き
‘

B
は
こ
の
ニ
ワ
の

演
算
)
と
(
に
つ
い
て
可
補
分
配
束
を
な
・
す
と
い
う
(
以
下
ラ
テ
ン
小
文
字
は
B
の
元
と
す
る
)
。
~

C 【

p
b
H
ぴ
る
は
B
の
確
定
元
で
あ
る
。

pu 

p
σ
H
σ
t
p
は
B
の
確
定
一
万
で
あ
る
。
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D 

(hv{σ
〉
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白
1
0
)
n
p
t
(
ぴ
3
0
)

B_ 

科、，
(
h
w
t
σ
)
H
P

; 

B 

州四
{
(
m
H
》
げ
)
H
H
H

E

凡
て
の

a
に
封
し

P
ロ
H

P

と
た
る

u
が
あ
る
。

E

一
凡
て
の

a
に
射
し

P
N
H
P
と
た
る
Z

が
あ
る
ι

各

a
に
つ
き

m
w
)
担、
H
m
w
m
v
{
p
、
日
ロ
の
雨
立
す
る
，
a
が
あ
る
。

右
の
演
算
規
則
を
遇
離
し
て
知
ら
れ
る
通
り
、
)
と
つ
又

z
と

u
と
は
全
く
謝
踊
情
的
に
な
っ
て
い
る
。
従
っ
て
こ
れ
ら
だ
け
か
ら
導

、、

N 
き
出
さ
れ
る
可
補
分
配
束
の
杢
理
論
が
)
と
(
又

z
と

u
に
闘
し
て
封
稽
的
に
な
る
。
即
ち
こ
の
理
論
の
中
で
は
あ
る
定
理
と
‘
そ
の

定
理
中
に
あ
る
〉
と
(
と
を
互
い
に
‘
叉

z
と

u
と
を
互
い
に
い
れ
か
え
も
得
ら
れ
る
今
ー
一
つ
の
定
理
と
が
必
ら
ず
封
構
的
に
封
を
な

ペ
四
)

，
し
て
現
わ
れ
る
と
と
と
た
る
。
と
の
事
賞
を
双
封
律
と
い
う
。
叉
今
の
べ
た
よ
う
た
相
互
関
係
に
あ
る
定
理
は
互
い
に
双
射
的
で
あ
る
と

、，、，。

L
V
3
4
 

次
節
以
下
へ
の
準
備
と
し
て
、
簡
単
な
定
理
を
導
き
出
し
て
お
こ
う
。
ー
の
H
U

は
一
意
的
で
あ
る
。
そ
れ
は
別
に
‘
か
よ
う
た
元
山
が
あ

る
と
し
て

p
p
を
作
り
、
に
を
つ
か
え
ば

F
E
HロT
H
H

と
た
り
、
こ
の
左
漫
は
九
州
の
性
質
か
ら

u
と
な
り
す
こ
の
右
溢
は

u
の
性
質
、

同
か
ら
町
、
と
な
旬
、
ロ

H
E
が
結
論
さ
れ
る
か
ら
で
あ
一
る
。
こ
れ
と
双
封
的
に

E
の
Z

も
一
意
的
と
た
る
。
以
下
三

Z

は
そ
れ
ぞ
れ
1
、

。
と
か
く
。
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.j宅

ヘ

，j
唱

、戸 4

--

制・，

N
G
，a
も
各

a
に
射
し
一
意
的
で
あ
る
一
。
別
に
か
よ
う
た
元
戸
、
H
が
あ
る
と
す
れ
ば
白
弘
、
H
H
C
?
P
J
H
H
か
ら

P
}鈴、
H
H
p
h
J
?

P
J『
ヂ
担
、
と
な
る
。
第
二
式
か
ふ
斜
、
回
入
9
1
p
、吋
)
H
P
P
、T
7
6
日
、
)
ト
左
迭
に

1
右
漫
に
ー
を
つ
か
え
ば
子
目
安
、
?
と
人
予
弘
、
)
。
全
く

同
様
に
戸
、
H
(民
、
ふ
)
{
宏
、
b
、
じ
。
と
の
こ
式
の
右
蓬
は
さ
き
の

p
b、H
r
、
る
に
よ
っ
て
等
し
く
B
P、H
'
r
、
と
た
る
。

N
の，
a
を

a
p
F

補
元
と
い
う
。

(五一〉

た
お
白
Jσ

を

a
A
b
の
交
、

HH{σ

を

a
と
b
の
結
と
い
う
。

N
の

a
と，
a
の
封
構
か
ら
宏
、
)
、
H
P
と
た
る
。

E
、
N
‘
D
に
よ
'
っ
て

P
H
W
L
H
P
(
γ
σ
、)
H
(
F
σ
〉
人
F
σ
、
)
邸
ち

。H(
P
J
σ
)《
(PJσ
、
)

E
に
よ
れ

J

て

「

C
H
C
・L
に
よ
づ
て

γ
。u
t
闘
争

H

、
H
C

-

C

、
H
H

B
の
b
に

mv)σ

を
入
れ
て

9
H
?
ハp
σ
)
)
H
ヘ
こ
の
括
弧
内
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を
つ
か
え
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p
p
H
へ
と
れ
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双
封
的
な
も
の
と
を
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わ
せ
て
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(ω
〉

と
の
こ
式
を
案
等
律
と
い
う
。
こ
の
式
に
よ
う
て
「
可
補
分
配
束
に
は
震
も
倍
叫
す
た
氏
、
と
い
ラ
と
と
が
あ
る
。
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p
}
p
n
h
w
 

。{PH
m
w

〈
も
っ
と
も
こ
れ
は

(
を
乗
法
、
)
を
加
法
と
み
て
の
い
い
方
で
あ
る
。
)

B
eの
旬
、

b
に

o
、

a.
を
入
れ
て

P
(。【巴
H
C
乏
の
括
弧
内
に

L
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双
濁
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一
橋
論
叢

第
一
一
十
一
会

第
一
・
工
務

30 

n
か
の
南
塗
に

p
f
u
を
結
ん
で
白
人

pσ)((pfσ
〉
H
E
1
7、
}
立
、
左
遷
の
第
二
第
三
項
に

ω
を
つ
か
え
ば
左
遷
は

?σ
と
た
り
、

30 

p，、(斜、
3ぴ

)Hmw《げ

r-. 
CJ1 

...... ノ

次
に
有
名
た
ド
・
モ
ル
ガ
ン
の
定
理
を
の
ベ
る
。

/
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・

(F-u)《
(p、eσ
、〉

H
(
(
p
σ
V
L、γσ
、
ω
に
主
っ
て
右
漫
は

(σtp、γσ
、
H(7σ
、γ
p
n
r
h
p
ω
に
よ
っ
て
右
漫
は
1
、
卸
ち

(
9
3
5
t

(
H
H

、ev、)
H

H

。

日

(P3ず
γ
(戸、
{
H
U

、〉

l
p
b
L、〉
'
t
p
b
b、V
H
(
σ
)。
リ
人

p
c
)
川
刊
に
よ
っ
て
右
蓬
は

?
C
H
C、
即
ち

(Fσγ
宏、

{σ
、)nc.
か
よ
う
に

調，

し
て
(
白

fσ
〉、

H
P
ぃσ、
い
こ
れ
と
双
劃
的
た
も
の
と
を
あ
わ
せ
て

(PJげ)、
Hmvfσ
、

〈

白

Iσ)、
Hmv、}σ
、

と
れ
が
ド
・
一
モ
ル
ガ
ン
の
定
理
で
あ
る
。

mFHhrt
訟
ら
ば
、
い
o
を
交
え
て

Fσ
、
HF)σ
〉〉

σ、
H
P〉
(
σ
b、〉
H
p
b、
右
遜
は
川
刊
に
よ
っ
て
。
即
ち

Fσ
、
HCo
逆
に
也
、

Jσ
、
H
、

。
た
ら
ぽ
‘

ω
に
抱
ハ
れ
て
位

H
(
P
3
t。
右
謹
は
ー
に
よ
っ
て

p
弓

即

ち

p
n
p
b、
従
っ
て
次
の
と
‘
と
が
い
え
る
。

mwHrσ
と

Fσ
、
H
。
と
は
同
値
で
あ
る

(
同
日
〉

(

吋

)

B
の
元
と
記
競

x
と
に
)
‘

て
ー
を
有
限
同
用
い
て
得
ら
れ
る
記
競
を
画
載
と
い
い
L

『
(
凶
〉
と
か
く
。
と
の
記
競
に
現
わ
れ
る
凡

a
を
玄
の
値
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'
『
(
と
を
そ
の
時
の
~
(
M
〉
の
値
と
い
う

?
X
の
と
る
値
が

B
の
隼

元
ザ
限
る
と
き
に
つ
い
て
は
‘

X
は
B
の
元
と
あ
わ
せ
て

B
と
同
一
演
算
法
則
に
従
う
の
で
あ
る
・
か
ら

LRと
は
交
若
干
佃
の
結
と
な
る
。

J' 

次
に
各
交
の
う
ち

x
b
含
む
も
の
全
瞳
の
結
は
ー
に
よ
り
ま
と
め
て
、
〉
い
と
な
る
。
又
各
交
の
う
ち
、
，
x
を
含
む
も
の
は
ま
と
め
て

て
の

x
に
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の
元

a
を
入
れ
た
結
果
を
し
『
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p

)

と
か
き
、
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切
弘
、
と
た
る
。
最
後
に

x
も
ど
も
合
ま
ぬ
交
の
結
を
C
と
ま
と
め
て
¥
(
凶
)

H

(

k

r

い
)
(
(
切
い
、
〉
(
C

と
た
る
。
じ
を

ωに
よ
っ
て
(
の
}

と
人
。
J
K
)

と
か
け
ば
.
h
(同
)
H
(
(
干
の
)
}
凶
)

{

(

(

F

C

)

い
、
)
結
局
に
(
凶
)
H
(
P
M
)
(
(
σ
'
ろ
と
・
な
る
。
こ
の
雨
漫
で
凶
H
H
H

と
お
け

ば
¥
(
ご
H
(
h
f
J
H
)
人
σ
)
同、〉
H

P
人
σ
)
。〉
H
F
O
H

ヘ
M
H
C

と
お
け
ば
¥
ハ
C
)
日
(
由
、
、
も
)
人
σ
}
。)
H
C
人
σ
い
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引
ぴ
と
た
り

〉ー

の
右
濯
を
左民
主是 也
の 11

展円安
眠l七日
とvγ
いと乙
ミ Q
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凶

¥J  

(

切

)

H
、
(
凶
)
一
に
つ
い
て
は
同
様
に
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(
M
)
H
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H
)
》内〉
t

Q
、
(
。
〉
弘
、
)

(

ゆ

〉

が
成
立
つ
。

/ 

ペ
八
)

誌
、
結
又
補
元
と
共
に
補
助
的
た
考
え
と
し
て
‘
二
一
万

a
、
b
の
封
稽
差
と
よ
ば
れ
る
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
は

p
b、
γ
?に
σ
)
の

〔
九
)

と
と
で

HHITσ

と
か
く
。
こ
の
考
え
は
ブ
筆
者
の
研
究
に
よ
れ
ば
可
楠
分
配
束
論
の
或
種
の
問
題
に
つ
い
て
は
著
し
い
・
臆
用
支
も
う
様
で

あ
る
が
‘
ら
」
こ
に
は
本
稿
に
必
要
な
限
度
で
そ
の
初
等
的
た
性
質
に
燭
れ
て
お
こ
う
。
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)
と
(
に
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い
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律
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、
C
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る
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ら

+

.

6

・
e

c

p

+
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》。、〉
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)
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註
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田
区
内
宮
内
町
一
弘
司
・
色
丹
・

4
9
照
。

完
全
な
公
理
で
は
な
い
。
例
え
ば
濁
立
で
な
円

D》
も
列
曲
唱
し
て
お
い
た
。
む
し
ろ
可
補
分
配
束
白
金
貌
守
み
せ
る
つ
も
り
で
列
歯
車
し
た
。

集
合
と
は
範
園
の
確
定
し
た
物
の
集
り
と
苧
え
て
よ
い
。
そ
の
個
キ
の
物
を
そ
り
集
会
の
が
と
い
う
。

現
代
束
論
で
は
な
お
一
般
的
な
形
ぜ
理
解
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
形
の
も
の
は
の
c
d
H
E
丘
二
メ
】
m
g
s
M
Y
N
H
F
C
白
色
。
含
包
ぷ
に
み

ら
れ
る
。

註 註 、 註
四シ三二

註
五

英
語

ω
g
g
f〕
D
E
を
課
し
た
も
の
。

註
占
ハ

。
D
E
C
M
H
H
H
片山口)白血・

H
Y
H
i
u
・

詮
七

註
八

ω口同月

S
O吋一
P
J
P
・
。
・
二
山
合
同
で
は
微
積
分
撃
の
マ
ク
ロ

l
p
ン
展
開
と
の
類
似
を
訟
明
し
て
い
る
。

英
語
の
由
同

B
B
O丹
江
口
庄
内
な
お
虫
記
を
課
し
た
も
の
で
あ
る
。

註
九

本
稿
{
ハ
参
照
。

可
補
分
配
束
方
羽
生
ル

可
補
分
配
束
B
の
二
つ
の
函
敷
¥
(
M
Y
M
N
(
凶
)
の
値
を
等
し
か
ら
し
め
る
X

の
健
が

B
の
元
中
に
あ
る
と
き
、
方
程
式

〆

し
「
(
財

)
l
h
H
(
M円
)

(

〕

戸

)

f 

は

B
で
可
解
で
あ
る
と
い
い
、
か
よ
う
た
元
を
そ
の
根
と
い
う
@
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(
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H
M
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・
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(
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〉
十
、
(
M
円
〉
日
。
十
日
刊
(

M

)

)
 

と
苧
り
、
左
漫
に
十
町
、
二
の
側
、
仰
を
つ
か
え
ぽ

LRろ
と
な
り
、
右
過
に
二
の

ωを
つ
か
え
ば

h
M〉
日
夫
と

と
た
る
。
部
ち

ωと
ωと
は
同
値
と
た
る
。
換
言
す
れ
ば
普
通
の
代
数
と
同
じ
く
、
可
楠
分
配
束
で
も
方
程
式
の
右
漫
は
0
に
た
お
せ
る

の
で
'
あ
る
。

女
に
右
漫
が

0
で
あ
る
二
つ
り
方
程
式

L
『
(
M
円〉

H
C
日刊(凶〉

H

。

が
あ
れ
ば
‘
と
れ
を
結
ん
で
右
遣
に
?
。

no
を
つ
か
え
ば

L
『
(
M円
)
《
h
『

(
M
U
H
O

と
た
り
)
逆
に
川
刊
が
あ
れ
ば
、
L

『
(
凶
)
を
交
え
て

P
R
C
J
Q〈

M
γ
去
る
)
H
h
M
γ

。

左
漫
に
n
E
.

右
漫
に
こ
の
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を
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え
ば
‘
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(
M
G
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O

h
H
(
M

内
)
と
な
る
か
ら
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ωと
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と
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と
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換
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す
れ
ば
普
通
の
代
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と
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っ
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敷
個
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一
一
克
方
程
式
は
一
個
に
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ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
所
論
に
よ
り
、
以
後
右
漫
が
0
の
一
元
方
程
式
一
個

L
『
(
M

円〉"。

だ
け
を
扱
う
。

ωが
可
解
で
そ
の
根
を

α
と
す
れ
ば
、

-
『
(
h
H〉

H

。

百修

二
の
仰
に
よ
っ
て

Q
(同
〉
》
民
)
《
ハ
『
(
。
)
〉
向
、
)
日
。

」「
(
H
)

九
〈
。
)
を
交
え
て
‘
右
漫
に
二
の
川
刊
を
A
J

か
え
ば
、

Q
(同
)
J刊(。
)
J『(同)}民
)
{
Q
(同)
J『(。
)
J『(
C
)
)

向、
)
H
。

左
濯
に
r
『(同
)
J
R
H
)
H
Hハ
3
・
H
(
c
γ
r
R。
)
H
H
(。
〉
を
つ
か
え
ば
、

Q
(
H〉
」
(
。
〉
〉
R
γ
Q
(同〉
J
司
会
〉
》
向
、
)
刊
。

し
さ
)
九
(
。
)
》
(
宇
足
、
)
H
C

し『(
H
)

、

J
R
。)い
H
C

」「

(
C
Y
『(。
)
n
c

を
得
る
。
遣
に
ω仰
が
成
立
て
ば
‘

ωの
左
塗
の

X

に
決
。
)
を
代
入
し
て

可
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輸
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臨
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第
一
・
一
一
貌

第
二
十
一
傘

、Q
(
ε
)
H
Q
(
H
)
」
〈
。

)γ
会
(
。
)

J
司、(。)〉

右
法
第
一
項
は
仙
仰
に
よ
っ
て

0
.
第
二
項
は

N
に
よ
っ
て

0
と
た
り
・

一
橋
論
叢
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H
Q
(

。V)
H
O

を
得
、

ωが
可
解
と
な
る
。
郎
ち
仙
川
は

ωの
可
解
完
全
保
件
で
あ
る
。

叉
仰
は
」
可
(
、
〉
H
O
か
ら

α
そ
消
去
し
た
終
結
式
と
み
る
と
と
も
で
き
る
。

決
に
仙
仰
が
み
た
さ
れ
て
い
る
と
し
て
、
山
間
の
根
の
土
般
型
、
或
い
は

ωの
解
と
で
も
名
廿
〈
ベ
き
も
の
を
求
め
主
う
。

と
た， '(5) 
るは
'/J宝

戸会
】 トー&

σ)  

11 凶
屯〉 ¥J

の Q
場 3S
合江
m 、J
b lL 
11 
P 

+ 
U占- ， 

(
-
一

U

で
あ
る
た
め

Q
(
H
Y
M
)
+
Q
S
〉
}
凶
、
〉
H
O

と
な
る
。
，
X

に
H
+
M
-
を
入
れ
ず
』

¥、、

Q
(
H
Y
凶
〉
十
Q
(
C
)
】
(
凶
+
同
)
〉
H
。

+
 

D
に
よ
っ
て

&， 

第

項
第

Q 項c:
c t乙口
Y 戸 D+γ

!吋、を c
'0' つ'+
ロかくミ
't<i "、 '0'

.+ ;--' 
』喝、凶
〆士、 ¥J

，:::;十

~ 
-0  0 

¥J  

11 。

」
可
(
。
)
を
加
え
て

J 
J
 

f
t
k
ト
!
コ
「
ー
「
l
v
b
i
i
L

l-

、i
i
?
l
h

、
d 

、，h
p

ノ、
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イ、 い邸

; わち
ぽ (10

f. ーの
冊子 X 

:話管?とと
ザ主iI'> 、 、

22 るロ J凶肉、
弘 。 の 惨 τ
z 形以
初、で、い
等な
的け
唾れ
m ば

た
'ら
ね

逆
に

， ，. 

崎

、

Q
(同
〉
+
¥
(
。
)
〉
)
凶

u
H
h
o〉

仰
に
よ
っ
て

h 

ハ
『
(
H
)
+
-
R
C
)
)
J『
(
。

)
H
h
o
)

例
制
相
加
え
て企

(
H
)
+同
円
。
)
)
)
ペ
何
十
¥
(
C
)
)
H
C

他
方
一
般
に也、

}
u
n
H
O

た
ら
ば
、
爾
迭
の
補
元
を
と
り
‘

(
h
H
)
M円
い

v
、

nH

、
左
濯
に
ド
・
モ
ル
ガ
ン
の
定
理
を
つ
か
え
ば

m
F
、《

MnnH

X

を
交
え
て

F

/'-.... 

(

一

可

)

(

∞

)

 

(

U

)

 

(
H
O
)
 

p
、}

β

な
る

x
は

u
の
如
何
に
よ
ら
ず

.ω
を
み
た
す
。
邸
ち

p
、4

β

， .. 

5持

は
( 0) 
の

37 
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J
 

-ノ

一

橋

論

叢

第
二
十
一
念

第
一
・
一
一
銭

従
っ
て
掛
か
ら

M
円
+
同
〈
C
)
H
Q
(
同
)
+
t
『
(
。
)
)
、
}
戸

M
n
q
Q
)
+
H
(
。
〉
〉
、
}
β
+
t
『
(
。
)

が

ωの
一
般
解
と
な
る
。

同(同
)
J
『
(
C
)
H
C
の
故
¥
(
同
)
十
¥
(
。
)
H
H
(
同
)
{
同
(
。
〉
‘
従
っ
て
Q
(
同
)
+
同
(
。
)
)
、
H
¥
、
(
H
V
、
，
H
、
(
。
)
と
た
り

M
H
Q
、
(
乙
丸
、
(
。
γ
ロ
〉
+
¥
(
。
)

Q
(
H
〉
弘
、
(
。
γ
ε
九
(
C
)
H
O
の
故

M
H
Q
、
(
H
)
丸
、
(
。
〉
}
β
γ
為
。
)

と
た
る
。
と
の
右
漫
は
更
に
二
の

ωに
よ
っ
て

M
I
h
o
γ
Q
、
(
H
γ
ε

ー弓込

(
H
H
)
 

と
な
る
。

逆
に
か
よ
う
な

x
を

ωの
x
に
入
れ
れ
ば

ハ
『
(
同
)
}
Q
(
。
γ
Q
、
(
同
)
}
信
)
》
{
Q
(
。
)
}
Q
(
。
)
'
Q
、
(
同
)
』
)
〉
、
)

.
n
Q
(
同
)

J
『
門
。
)
〉
人
¥
(
同
)

J
「
(
同
)
3
β
γ
Q
〈
。
γ
Q
(
。
)
{
ハ
『
、
(
同
)
}
ロ
)
〉
、
)

こ
こ
で
第
一
項
は
例
に
よ
り
、
第
二
項
は
t
R
H
)
九
、
(
同
)
H
O
に
よ
っ
て

o
、
第
三
項
は
ド
・
モ
ル
ガ
ン
の
定
理
に
よ
っ
て
¥
(
。
)
3
K
J
(
。
γ

Q
、
ハ
3
3
ロ
)
、
と
た
る
か
ら
0
と
な
る
。
即
ち

u
の
如
何
に
よ
ら
ず
如
は

ωを
み
た
す
。

4引

‘ー'眠、

b 

-

F

品
ケ

ー~
F 

崎，

38 
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-

、

ー，、， 

... ・

-

• 

以
上
を
総
括
し
て

方
程
式

し
「
(
凶

)
H

。

の
可
解
完
全
傑
件
は

4色、

-
R
H
)
J
『(。〉

H
。

で
一
般
解
は

M
n
n
h
c
γ
Q、
(
い
)
〉
ロ
)

で
あ
る
。
但
し

u
は
任
意
常
元
で
あ
る
。

数
個
の
二
元
方
程
式
が
右
迭
の

0
で
あ
る
唯
一
個
の
二
元
方
程
式
に
な
お
せ
る
と
と
一
一
克
方
桂
式
の
と
き
と
同
様
で
あ
る
。

二
一
万
方
程
式へ(

M
W
M
1
)

目
。

(
H
N
)
 

が
可
解
た
ら
ば
‘
こ
れ
が

y
に
つ
い
て
可
解
と
な
る
よ
う
な
、
創
ち

L
『
(
M
W
H
)
九
(
M
U
O
)
n
o

(
H
ω
)
 

と
た
る
X

が
存
在
す
る
。
そ
れ
は
附
が
X

に
つ
い
て
可
解
で
あ
る
と
と
に
他
た
ら
ぬ
@
仰
の

x
に
つ
い
て
の
可
解
完
全
保
件
は

/

'

R

F

H

)

J

『
(
了
。
)
J
H
(

。w
H
)
}
し
『
(
。
、
。

)
H
。

・

(
E
)

で
あ
る
が
ら
‘
と
れ
が
同
可
解
の
必
要
保
件
で
あ
る
。
逆
に
川
町
が
成
立
て
ば
川
と
た
る
X

が
存
在
す
る
。
か
よ
う
に
定
め
た

x
に
つ
い
て

は
、
仰
の

y
に
つ
い
て
の
可
解
完
全
保
件
仰
が
成
立
っ
て
い
る
か
ら
、
そ
の
よ
う
た

x
に
臆
ず
る

y
が
問
に
よ
っ
て
求
め
ら
れ
る
。

三
元
以
上
の
方
程
式
に
つ
い
て
も
応
艇
の
こ
と
が
論
ぜ
ら
れ
る
/
。

， 39 

本
節
の
所
論
は
拙
稿
「
切
C
C
ぽ
担
白

E
m
S
H
P
に
於
け
る
方
程
式
」
(
大
塚
敷
拳
曾
誌
第
八
念
第
一
一
務
所
載
)
の
一
部
を
獣
稀
差
の
考
え
ち

4

註

、、
、

可
補
分
配
束
論
の
初
等
的
臆
用

h
'
 

. . 

，~ 

.19 
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! 
， 

~ß 

i 
" 

. 

Ra

，
 

一

橋

論

叢

第

二

十

一

念

整
理
し
、
束
輸
の
記
披
に
な
お
し
た
も
の
で
あ
る
o

第
一

a

ニ
鋭

設

担)ヴ
H
C
な
ら
ば
ニ
の
仰
に
よ
り
但
HP}σ
、
σ
H
P、
}
げ
、
役
目
J
Z
P
ナ
ず

H
ハ担}ぴ、

γ(担、】ヴ
)
i
F
σ

と
な
る
。

な
お
考
え
ら
れ
る
純
数
血
中
的
な
問
題
に
ヲ
い
て
は
大
塚
数
閣
牢
曾
誌
拙
稿
参
照
。

主主

国

臆

用

前
二
節
に
亙
っ
て
述
)
へ
た
可
補
分
配
束
理
論
の
態
用
を
試
み
る
に
は
、
ま
ず
無
定
義
で
と
り
あ
げ
た

B
の
元
と
‘
二
つ
の
演
算
〉
と
(

と
K
兵
種
的
意
味
を
付
輿
し
.
そ
れ
に
伴
っ
て
記
披
0
.
ー
、
，
等
が
獲
得
す
る
意
味
を
明
か
に
し
‘
そ
れ
ら
の
意
味
に
於
て
第
二
節
に

か
か
げ
た
公
理

c
l
l
Nが
み
た
さ
れ
て
い
る
か
否
か
を
検
討
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

一
と
の
代
敢
闘
申
に
は
論
理
壊
の
中
で
す
で
に
二
通
り
の
意
味

γ
付
興
す
る
と
と
が
で
き
る
。
一
つ
は
現
代
い
う
集
合
算
的
意
味
舵
で
あ
り
、

一
つ
は
命
題
算
的
意
味
付
で
あ
る
。
教
皐
基
礎
論
の
見
地
か
ら
は
ど
ち
ら
が
よ
り
始
原
的
た
意
味
付
で
た
け
れ
ば
な
ら
ぬ
か
と
い
う
重
要

-

た
問
題
も
あ
ろ

P

三
叉
そ
の
問
題
が
依
り
に
確
定
し
た
と
し
て
も
、
元
の
意
味
を
定
め
‘
(
や
)
の
意
味
を
定
め
、
公
理
C
|
|
N
を
確
か

(

四

)

め
る
に
つ
い
て
種
々
の
方
式
が
問
題
と
し
て
の
こ
る
こ
と
と
な
る
。
然
し
今
は
そ
れ
ら
の
こ
と
よ
り
は
‘
形
式
的
に
告
を
す
す
め
.
端
的

に
B
の

元

語

学

付

輿

し

‘

o
l
-
-
'
等
の
意
味
を
ま
も
公
理

c
f
Nを
す
め
‘
そ
れ
を
量
的
な
方
面
信
用
す
る
こ
と

/
 

に
念
ぎ
た
い
。

ま
ず
あ
る
集
合
M
を
と
る
。
次
に

M
の
元
若
干
個
の
集
り
プ
い
わ
ゆ
る
部
分
集
合
を
考
え
る
。
あ
ら
ゆ
る
仕
方
で
部
分
集
合
を
考
え
、

そ
の
一
々
を

B
の
元
と
み
る
。
即
ち

M
の
部
分
集
合
会
髄
の
集
合
を

B
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
次
戸
、

B
の
二
一
克

a
、
b
に
つ
い
ず
い

?
σ

• 

』
r
?
ミ

ト

ーノ〈

ぶ

40 
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圏一ヲ
4

羽

!
 

パ

一

夫

に

B
の
元
を
形
式
論
理
事
上
の
命
題
と
み
る
。
ニ
9

の
命
題

a
.
b
に
つ
い
て

p
b
と
は
乱
、

b
が
共
に
成
立
つ
と
き
叉
そ
の
と

一
ι

一
、
き
に
限
つ
、
て
成
立
つ
司
よ
う
な
命
題
で
あ
る
と
す
る
。
又

?σ
と

は

へ

b
が
共
に
不
成
立
の
と
き
叉
そ
の
と
ぎ
に
限
っ
て
不
成
立
と
な

一H

i

-

-

〔六
)

h

(

七
)

~
i
J

・
る
よ
う
な
命
題
で
あ
る
と
す
る
。
(
(
は
言
語
の
「
旦
」
)
は
言
語
の
「
又
は
」
に
営
る
と
い
え
よ
う
)
こ
の
よ
う
に
定
め
た
(
や
)
が

Z

F

i

-

-

鱗

一

ふ

!ι
を
み
た
す
こ
と
は
=
の
爾
漫
に
つ
い
て
成
立
J

不
成
立
町
分
布
表
を
作
っ
て
み
れ
ば
検
詩
さ
れ
る
。
こ
の
意
味
付
の
下
で
‘
。

何

一

一

が

つ

ね

に

不

成

立

、

1
5
f成
立
を
意
味
す
る
に
室
る
こ
と
そ
れ
に
伴
っ
て
，
a
が

a
の
否
定
を
表
わ
す
に
至
る
こ
と
は
説
明
を
要
す

(

八

〉

問
V

，
‘
一
‘
ま
い
。
そ
し
て

a
か
ら
b
の
従
う
と
と
(
或
い
は
「

a
た
ら
ば
b
」
と
い
う
こ
と
)
が
お

HPσ
で
‘
叉

a
、
b
の
決
し
て
南
立
せ
ぬ
こ

同

一

之

(

或

い

は

「

a
な
ら
ば
b
で
な
い
」
こ
と
〉
が

F
T
C
で
表
わ
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
意
味
付
の
下
に
命
題
の
従
屠
関
係

l
l

一
j

従
っ
て
傑
件
の
蹄
結
関
係

l
ー
ー
は
完
全
に
可
補
分
配
束
論
と
し
て
鹿
理
さ
れ
る
と

a

と
と
た
る
。
と
れ
が
命
題
算
的
解
轄
で
あ
る
。

…

一

ド

〉

灯

イ

総

体

件

整

理

，

、
可
補
F

分
配
束
論
の
初
等
的
感
用

1111

噌

隠
際
見
十
い
と
IHい
除
i
F
ι
【

P

トト
tuh:ト
γ
t
p
L
r
f
i

均

一

f
r
L
P
F

をタ
J〆

'J併

J

R

 

戸
、

や
手
町

i
y

4

A

F

胎
F

W

}

輔
t

f

・ド

晴子
で建

" ~‘ 
4 

.' 、
、、

J炉、

t 
r 

号、

と
は
へ

b
に
共
有
た

M
の
元
企
瞳
が
た
す
M
の
部
分
集
合
で
あ
る
主
す
る
。
又

?σ
と

は

へ

b
を
一
、
括
め
に
し
た
M
の
部
分
集
合

(
五
一
)

で
あ
る
と
す
る
。
と
の
意
味
付
の
下
で

0
は
い
わ
ゆ
ら
霊
祭
合
と
な
り
‘
ー
は

M
自
身
と
た
り
、
，
a
は、
a
の
元
で
な
い

M
の
元
金
蝿
胞
が
な

す
M
の
部
分
集
合
と
な
る
。

B
の
か
よ
う
な
意
味
付
に
つ
い
て
公
理

ι
l
l
Nが
み
た
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
一
々
検
討
す
れ
ば
容
易
に
明

か
と
た
る
。
そ
し
て

a
が
山
に
含
ま
れ
る
こ
と
(
或
い
は
「

a
は
凡
て

b
で
あ
る
」
と
と
)
が

P
H
p
b
で
、
叉
匂
と
b
に
共
通
な
4

元
の

扱
い
と
と
(
或
い
は
「

a
は
凡
て

b
で
な
い
」
こ
と
)
が

F
σ
H
C
で
表
わ
さ
れ
る
と
と
と
な
る
。
こ
の
意
味
付
の
下
に
集
合
の
包
含
閥

係

lli従
っ
て
外
延
的
に
み
た
概
念
の
包
揖
閥
係

l
lは
完
全
に
可
補
分
配
束
論
と
し
て
庭
理
さ
れ
る
と
と
と
た
る
。

ζ

れ
が
集
合
算
的

解
揮
で
あ
る
。

p

，

.

一

.

!
?
 

k 

e 

41 



明'I':l"'~ア':.'f!l野~-::~'"内視脅さ~て合3

胸舎

一

橋

論

叢

第
一
一
十
一
容

第
一
二
一
裁

と
と
に
僚
件
整
理
と
い
う
の
は
概
念
乃
至
命
題
に
闘
し
て
呈
示
さ
れ
た
若
干
の
僚
件
と
同
値
た
僚
件
で
た
る
べ
く
簡
略
な
も
の
を
求
め

る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
こ
れ
は
束
論
的
に
は
、
そ
れ
ら
僚
件
を
方
程
式
の
形
に
ま
&
め
る
と
と
‘
そ
れ
を
右
溢
が
O
で
b
る
ま
ふ
た
一

つ
の
方
程
式
に
ま
と
め
る
こ
之
、
左
迭
を
画
教
展
開
に
よ
っ
て
た
る
べ
く
少
い
項
に
ま
と
め
る
と
と
、
最
後
に
と
れ
を
遁
宜
分
割
し
て
係

件
を
列
奉
す
る
と
と
に
障
す
る
。
次
に
僚
件
整
理
の
兵
種
例
を
掲
げ
る
。

42 

)
 

4

，A ''s、

a
は
凡
て

b
で
な
い
。

(2) 

b
で
な
い
限
り

a
で
あ
り

c
で
あ
る
こ
と
は
許
さ
れ
ぬ
。

(3) 

. 

(4) 

b
は
凡
て

a
又
は

c
で
あ
る
。

d
は
凡
て

c
又
は
b
で
あ
る
。

(5) 

C

は
凡
て

a
又
は
d
で
あ
る
。

の
五
僚
件
を
整
理
す
る
と
と
を
考
え
る
。

(1) 
は

mv
〉
ぴ

H

。

(2) 
は

~ 

~。

l(";) . 1J 
. ~ 

0-
¥円

• l~ 。 w

の
(7) 
に
よ
てコ
て

(3) 
は

げ

H
σ
)
(
?
の
)
一
一
の
の
と
下
・
モ
ル
ガ
ン
の
定
理
に
よ
っ
て

σ》
加
、

3
の

H

。

(4) 
は

仏
、
，
司
、
〉
げ
、

H
O

• 
悼
i
J
F
M
L
，

i

司

ι

1

f

v' 

L
S
F
j
H
r
 

、-

ぃJ

d〆
A 

h‘ 

μ

E

'

f

r

F

8

1

8

・F

ァ:
J

K

苅b

p 
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、合

仁、
〆

d
 

M

札

、

¥二

h福き

，j 

4‘-<1:."" 
弘

〆
1
4い
い

也

、

可

侵

私、

• 

ωは
と
な
る
。
と
れ
ら
五
つ
は
一
つ
に
ま
と
め
て
¥

(
伊
)
ゲ
)
〈
(
H
H
}市、
'
σ
、

)
t
(
白
¥
}
ぴ
〉
口
、
)
t
(
げ
、
)
円
、
》
仏
)
t
(
p
、
】
口
》
仏
、
)
目
。

と
な
る
。
左
漣
を
こ
の
仰
に
よ
り

d
に
つ
い
て
展
開
す
れ
ば

。Jp
f
q
H
O

." 

.*' 
、町

d

、J
u

の
係
敷
を

c
に
つ
い
て
展
開
す
れ
ば

〔
{
(
笹
〉
ず
〉

tp}ず

、

も

γ宏
、

b
b、

)
{
(
σ
、
)
の
、
)
}
与
〕
〈
〔
{
官
)

σ

)

人

p
bい
る

も

宏

、

》

ゲ

3
0
、

γ宏
、
ト
。
)
}
弘
、

Y。

{
〔
{
(
(
お
}
σ
)
(
(門
戸

}
σ
、)

)
J
O
}
〈
{
(
(
E
f
σ
)
〈
(

p
い
ぴ
)
{
ぴ
、
)
}
。
、
}
〕
》
仏
}

(
{
〔
{
(
(
料
、
，
σ
)
(
(
也、
)
σ
、
)
《
戸
、
)
)
の
}
(
{
(
(
m
r
σ
〉
t
(
m
H
、ー
σ
〉
〉
}
。
、
}
〕
】
色
、
}
目
。

c
.
，c
の
係
敷
を
b
に
つ
い
て
展
開
す
れ
ば

{
〔
(
戸
、
，
O
)
4
{
(
σ
r
σ
、
)
)
。
、
}
〕
}
仏
}
《
{
〔
{
(
p
t
m
w
、
)
〉
の
}
4
(
σ
》
口
、

)
U》
門
戸
、

}
H。

〔
{

(

P
】
の
)
{
の
、
}
》
仏
〕
〈
〔
{
o
t
(ヴ
》
司
、
)
}
》
品
、
〕

H
C

d

、t
u

の
係
教
を
こ
の
五
に
よ
っ
‘
て
簡
単
に
す
れ
ば

ザ
-
{
(
伊
《
口
、
)
}
仏
}
【
{
(
の
t
σ
)
3
仏
、

}
H
C

(
m
H
)
門
同
)
〈
(
の
}
向
)
《
(
司
、
，
門
戸
、
)
〈
(
ぴ
}
色
、

)
H
O

43 

と
れ
ば
分
割
し
て

(
口
、
)
仏
)
'
人
司
】
円
円
、

)
H
O

σ)巳、
H
O

p
j
a
n
c
 

可
補
分
配
束
論
の
初
等
的
感
用
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〆

唱、

¥ 
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「ヤマ
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一a

橋

論

叢

44 

第
二
木
一
巻
第
-
・
二
撲

の
一
一
一
?
と
な
る
。
第
二
式
は
の
十
品
目
H
H
C

邸
ち
の
H
H
仏
第
三
式
は
ニ
の
の
に
よ
っ
て
ぴ

H
F仏
と
な
り
上
の
五
僚
件
は
ま
と
め
ら
れ
て

a
は
凡
て

d
で
恕
い
。

4I. 

(甲〉

(

乙

)

川市と
d
と
は
同
一
で
あ
る
。

(
丙
)

b
は
凡
て

d
で
あ
る
。

の
三
僚
件
と
な
る
。

ロ
関
係
抽
出

こ
こ
に
い
う
閥
係
抽
出
と
は
数
個
の
概
念
乃
至
命
題
に
閲
し
て
奥
え
ら
れ
た
若
千
個
の
関
係
か
ら
指
定
さ
れ
た
概
念
乃
至
命
題
だ
け
に

関
す
る
闘
係
を
抽
き
出
す
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
か
よ
う
た
技
術
が
奮
い
形
式
論
理
患
の
中
で
扱
わ
れ
な
か
っ
た
諜
で
は
な
い
。
三
段
論

法
は
そ
の
好
個
、
の
例
で
あ
る
J

然
し
徐
り
に
も
箪
純
た
一
例
に
し
か
す
ぎ
な
い
。
又
か
よ
う
た
こ
と
が
記
概
論
理
事
の
中
で
扱
わ
れ
た
か

っ
た
諜
で
も
た
い
。
然
し
そ
れ
は
す
で
に
知
ら
れ
て
い
る
推
理
法
の
記
競
を
用
い
た
誰
明
に
よ
る
再
確
認
i

分
っ
て
い
る
結
論
の
記
続
に

主

i
再
構
断
ド
出
で
ぬ
う
ら
み
が
あ
る
。
と
こ
で
は
結
果
を
予
想
す
る
こ
と
な
く
、
又
予
め
知
る
こ
と
な
く
、
所
興
の
関
係
か
ら
指
定
さ

れ
た
も
の
同
士
だ
け
の
閥
係
を
も
っ
と
自
然
に
抽
き
出
し
た
い
。
こ
れ
は
束
論
的
に
は
、
そ
れ
ら
所
輿
の
闘
係
を
右
港
0
の
方
程
式
に
ま

と
め
る
こ
と
.
次
に
指
定
さ
れ
た
も
の
以
外
に
闘
す
る
可
解
僚
件
を
求
め
て
不
要
た
も
の
を
消
去
す
る
こ
と
に
障
す
る
。
次
に
関
係
抽
出

の

(1)具
韓
例
を
掲
~f 
る

a
か
ら
b
が
導
か
れ
る
。

(2) 

γ
か
ら
d
が
導
か
れ
る
。

p、、ダ
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、
7 

令戸

h
R
}
 

な'"色

、U

f 

-

和
d 〆、

(3) 

a
、
c
は
考
え
う
る
凡
て
の
場
合
を
つ
く
し
て
い
る
@

b
と
d
は
相
容
れ
な
い
。

(4) 
こ
れ
ら
四
闘
係
か
ら

(
一
一
〉

a
E
C
と
の
闘
係

(
一
一
〉

a
と
b
と
の
闘
係

を
抽
出
す
る
と
と
を
考
え
る
。

(1) 
は

伊

)σ
、H

。

m
w
H
H
Y
'
σ
 

!1lP 
ち

(2) 
は

。
}
仏
、
日
。

。
目
。
、
'nH

楠郎
元ち

、を
と
り

開

v
、》。、

H
。

(3) 
は

円

w
t
の

H
H

(4) 
は

σ
}
A
H
C
 

と，
主主

る。
~ 

F れ
〉t-ら
¥J 巳ヨ

入っ
戸は。-
γ っ
P に
〉、ま

よ2 と
人め
F て
βA 
¥J  

11 。

. 

定三年，

と
た
る
。
左
濯
を
¥
官
、
ダ

p
eと
み
て
.
二
の
仙
仰
に
よ
り
・
d
を
消
去
す
れ
ば

h
p
u

ダ。
L

〉

J
『

(
p
u
y
P

。)
H

。
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D
に
よ
っ
て

{
(
m
w
}
σ
、)【
(
m
w
、》の、
)

E
げ
}
》
{
(
ロ
}
H
U
、)
t
(
m
w
に
の
、
)
《
の
}
H
C

可
補
分
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束
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等
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司

、

ヰ6-

↓

橋

論

叢

第
二
十
一
念
、
第
一
・
一
一
貌

(
m
w
》
ぴ
、
)
(
(
由
、
、
3

口
、
〉
《
(
げ

'
O
)
H

。

左
漫
を

hHpwaσ
、
る
と
み
て
‘

b
を
消
去
す
れ
陪

D】

に
J: . 

s り

と
れ
で

(

一

)

F胡刷、 ""、
〆「戸、
戸、 P
口 同、、.、J
S の
の ¥J.....， 
》 ミ屯

1>> 1>> 
E 、.

tPP 、
》♂， ，、
白山
、'--'

出 11
o 

c 

(
m
V
》
の
U
《

(
p
f
o、〉
H

。

p+の、
H
H

。

mw
制"の、、

a
は

c
の
否
定
命
題
で
あ
る
。

と
と
に
た
る
。
次
に

a
と
b
の
関
係
を
拍
き
出
す
に
は

日
刊
(
白

J
σ
r
の
〉

H

。

治、

ら
芭

を
泊、

去
す
る。

D
に
よ
り

/町、 戸同 ミa
1>> 0 r¥ 

1>> 1>> cr 】白 W

'--'】、 σ
【 _ 'J 、.
r-、
1>>_ cr 0 
〕と~
C〆戸-::、
H い r

。1??
cr 。
、ー

と;:::; -11 
o 。

場d
ぞ}
， '~，，-ー

区

u 

h 

、い…ょ
J
H

iJ11H、
I
l
!
J
h
R

/ 

ウ
'

戸必

./ 

~i 

， 

線

ゐ

J
W
第

七
、

r

^ 

ι， 

電.

¥、、

， 

司"'./'¥
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??内アー均一一時~，~~可申骨肉
J 

Lr

且

¥
、

ー，d 

¥ 

、，

、日

、i

£テ

" 
d・w
、よ

ヨ‘'¥

，、
陶司、

.ι 

F 

司、

.J 

伊

+σ
日
。

mwHぴ

と
れ
で

* 

(

ニ

)

と
と
忙
た
る
。
創
ち
「

a
か
ら
b
が
導
か
れ
る
」
と
い
う
所
輿
の
闘
係
に
加
え
て
つ
b
か
ら

a
が
導
か
れ
る
」
と
い
う
開
係
北
新
た
に
拍

a
と
b
は
同
義
で
あ
る
。

出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

，、

集
圏
構
成
・

保
件
整
理
と
関
係
抽
出
と
は
い
ず
れ
も
簡
単
た
形
で
は
古
く
か
ら
‘
記
競
論
理
阜
で
扱
わ
れ
た
問
題
で
が
成
。
突
に
殆
い
と
顧
み
ら
れ
ぬ

可
補
分
町
束
(
論
理
)
方
程
式
の
一
般
解
の
臆
用
に
つ
い
て
述
べ
よ
う
。

標
題
に
用
い
た
集
圏
構
成
と
い
う
言
葉
は
呈
示
さ
れ
た
若
干
の
傑
件
を
み
た
す
集
合
を
既
知
集
合
か
ら
作
り
上
げ
て
行
く
手
順
と
い
う

意
味
で
あ
る
。
と
れ
ば
束
論
的
に
山
ぺ
そ
れ
ら
傑
件
を
方
程
式
に
ま
と
め
る
と
と
、
求
む
べ
き
未
知
数
を
順
共
一
般
解
の
公
式
に
よ
っ
て

¥
求
め
る
こ
と
に
腸
す
る
。
次
に
集
圏
構
成
の
具
瞳
例
を
掲
げ
る
。

或
る
集
圏
で
委
員
を
選
ん
で

a
委
員
舎
を
構
成
し
た
。
新
た
に
委
員
を
選
ん

v

で
b
‘

r
 

t
d一一三

J

の
委
員
舎
を
構
成
す
る
。
そ
れ
に
う

い
て
は
吹
の
四
僚
件
が
要
求
決
定
さ
れ
た
一
と
す
る
。
即
ち

(1) 

a
、L
u

、
c
三
委
員
粂
任
は
許
さ
ぬ
。

(2} 

E

委
員
で
な
い
限
り
b
、
d
委
員
粂
任
は
認
め
ぬ
。

可
補
分
配
束
論
の
初
等
的
感
用

‘-W 
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時
三
一

開
W

一
‘
。
。

2

4

 

或
い
は

べ
と
な
る
。
こ
れ
ら
四
ワ
は
一
つ
の
方
程
式

(
柏
戸

)σ
》
の
)
《

(σ
》
口
、
】
円
山
〕
{
(
司
、

'a、
)

に
ま
と
め
.
ら
れ
る
。
こ
こ
に
既
設
委
員
舎
と
し
て

j
a
は
常
元
で
あ
り
、

b
、

き
た
お
せ
ば

〔
{
(
m
w
}
σ
)
の
)
f
(
σ
3
0
、
)
(
(
俗
、
}
ぴ
、
〉
}
}
仏
〕

t
〔
{
(
加
、
，

t
}の
)
〈
(
の
}
m
w

一

と
た
る
。
従
っ
て

d
に
開
ナ
る
可
解
僚
件
は

{一
一

m
w
J
σ
)
のい
γ

(

σ
】
の
、
)
〈

(
P、
》
σ
、

)
}
J
{
〈
H
W
〉
ぴ
》
の
〉
《
(
。
、
，

P
)
}
n
o

D
に
よ
づ
て

f
h
ト
ffL伴
F
K山

十
一

f
L
F
K

、

一
橋
前
叢

第
二
十
一
念

第
+
・
一
一
波

(3) 

a
委
員
粂
任
は
そ
の
人
が
d
委
員
で
あ
る
と
き
に
'
限
る
。

し、，

〆

C 、

(4) 

d
委
員
は

a
.
b
委
員
い
ず
れ
か
を
粂
任
す
べ
き
で
あ
る
?

こ
の
傑
件
の
下
で
‘
構
成
ず
み
で
あ
る

a
委
員
曾
に
射
し
b
、

c
、
d
委
員
舎
を
ど
の
様
な
手
順
で
構
成
す
れ
ば
よ
い
か
を
考
え
る
.

(2)マ (1)
はは

m
H
)
σ
〉
の

H
C

13~ 
ち

ぴ
3。
、
}
門

H
H
C

σ}門
凶

H
t
'
a
}の

(3) 
は

I3P 
ち

。()
仁、，p..
回、

弓 1
H、。。

円
)
由
、

H
口一
'
m
w
)円
四

(4) 
は

仏

H
仏
}

(

p
，
.
、
ぴ
)

~P 
ち

円問、

J
P
、
)σ
、H
C

c
.
d
が
未
知
元
で
あ
る
。
左
遺
を
d
で
展
開
し
て
.
か

〈

]
F
)

J 

て〆

-吋

ヲH

P 

イ

』‘‘
4
4

-h 
J 

. 
‘ 

ヘ-
'1 

崎、、

1 ミE
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" 
宅. 

ぜ司

ν'
，
 

ハ)

d 

・

、酒，'--

~ 

子

像

、よニ

a・

(pσ
〉
の
)
《
〔
{
(
ぴ
}
円
、
)
人

pfσ
、
〉
}
〉
(
口

'
P
)

一70

i¥ 

〕

の

中

は

丹

、

)

の

H
O
出、、

)
m
w
H

。
に
主
っ
て

0
と
な
り

d 

m
f
J
σ
〉

円

日

。

(
N
〉

と
た
る
o 

h れ
y が

魚同
I 時
。 が に

b 

C

を
定
め
る
た
め
の
方
程
式
と
も
な
る
。

ωの
左
漣
を
¥
ハ

σw
円
〉
と
か
け
ば

で
あ
る
た
め
・

ωの
C

に
関
す
る
可
解
僚
件
は

a
、
h
の
如
何
に
よ
ら
ず
成
立
し
て
い
る
。
邸
ち
b
は
全
く
任
意
に
定
め
て
よ
い
の
で
あ

る
。
従
っ
て

b
を
定
め
た
一
上
で
、

c
は

ωを
み
た
す
よ
う
に
定
め
さ
え
す
れ
ば
よ
い
。

ωの
c
の
一
般
解
は
第
三
節
に
よ
っ
て

。H
。
‘
{
(
白

fσ
〉〆
β
}

。H
(斜
、
{
げ
、
)
)
ロ

で
あ
る
。

ωに
主
つ
f
u
o
を
定
め
れ
ば

ωが
成
立
つ
か
ら

ωは
d
に
つ
い
て
可
解
と
な
る
。
又
そ
の
形
は
な
お
簡
畢
に

〔

{(σ'ο
、
)
{
(
戸
、

(σ
、)

}

J
仏
〕
{
〔
(
の
}
H
H
)
》
仏
、
〕

H

。

(ω
〉

(
h
p
u
 

と
な
る
。

ωの
d
の
一
般
解
は
第
三
節
に
よ
っ
文

a
H
(曲
、
・
3
0
)
〈
〔
{
(
ぴ
}
口
、
)
《
(
齢
、

}σ
、
)
}
に

4
U

V

の
係
載
を
b
で
展
開
し
て

仏

H
(白
f
o〉
《
〔
{
(
口
)
げ
)

t

(
伊

}σ
、
〉
}
》

4
〕

(

師

〉

ザ

で
あ
る
。

ι./ 

¥ 

可
補
分
間
束
論
の
初
等
的
勝
用

、
手

， 、

4も
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50 

第
一
二
一
猿

ま
ず
既
に
建
へ
た
通
り

b委員
の
選
び
方
に
り
い
ぺ
は
何
の
制
限
も
な
い
。

2
c委
員
が

ad唱
で
な
い
者
(
，

a
Z
2
b委

員
で
な
い
者
(
，
b
)
と
の
中
か

i
件
等
か
の
規
準
(

U

)

に
よ
っ
て
謹
ば
る
べ
き
こ
と
を
示
し
て
い
る
?
最
後
に

ω
t
d
委
員
が
b
、

c
，

粂
任
者
(
ロ
ヤ
)
と
b
委
員
で
な
い

a
委
員
守
い
と
か
ら
何
ら
か
の
規
準
(

V

)

に
よ
っ
て
選
ん
だ
者
と

a
J
c
委
員
来
任

(
F
σ
)
の

者
全
員
と
か
ら
た
る
こ
と
を
告
げ
て
い
る
。

以
上
の
計
算
の
結
果
を
委
員
合
構
成
手
順
と
し
て
成
文
化
す
れ
ば
、

δ0 

一
掃
論
叢

第
二
千
一
念

(

イ

)

b
委
員
を
誼
嘗
に
選
ぶ
。

a
委
員
で
た
い
-
者
と
b
委
員
で
な
い
者
と
か
ら
数
人
選
ん
で

c
委
員
と
す
る
。

c
晶
就
任
委
員
H

と
か
ら
数
人
選
び
、
と
れ
に
へ

C

粂
任
委
員
全
憶
を
加
え
て

d
委
員
と
す

(

ロ

)

(

ハ

)

b
委
員
を
粂
ね
ぬ

a
委
員
と
、

b
.

る。と
と
に
た
る
。

右
の
構
成
手
順
を
園
解
す
れ
ば
左
の
様
に
た
ろ
う
。

， 
グ

育tr

繍 f量

、~内，、~、-句~内~除

....... -・・・..一一 一一
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註

一

の

C
E
ロ
g
f
H
f
E問
中

-ug-HM・山町¥

一
の
D
ロ
ゴ
弓
P
門
の
い
う
吉

-Zぷば
-
h
r

一豆、己
C
H
H
n
c
E
N
O
H
V
C
H己
]
め
で
あ
る
c

註註
三

出
向
σ。
ユ
ロ
・
〉
ロ
W
R
E
P回
目
。
吋
口
出
血
日
目
出
向
。
仏

2
5
0
D
H目
立
田

β
v
oロ

F
c
m
-
F出
向
山
己

g
S
N∞
m
-
U

A
F
 

プ

I
L
F
・
シ
ュ
レ
ダ

1
流
で
は
公
理
と
し
て
の
基
本
的
な
演
算
規
則
か

ι、
通
常
の
代
毅
拳
の
場
合
と
同
様
に
、
定
理
が
等
式
又
は
不
等
式

と
し
て
詮
明
さ
れ
る
。
こ
れ
に
錯
し
A

ア
「
ノ
・
ラ
ッ
セ
ル
流
で
は
定
壊
は
常
に
m

「
長
」
と
い
う
値
を
と
る
函
教
と
し
て
硲
泣
さ
れ
る
。

註
四

。曲目
HHMM・
P
-
担
-
。

-m-
∞
参
照
。

註註
プミ ヨE

空
集
合
に
つ
い
て
は
岩
村

t

聯

河
口
σ
0
2
ロ
・
〉
口
付
RHHHmw一
口
白
山
担
・

P
・

O-m-ω
・

論

来

昭
和
二
十
三
年

九
一
良
参
照
。

合

【

U
P
2
M
P同
U山

p
・
p
-
c
・
m
-
m・

註
七

6i 6i 
ロロ
c+.門
口白
'ー合 同

p:> p:> 
門仲

即日

。‘，~
M ・』

仏よt
ヲ g

ト也、3 町

内コ

ト・4
』品

詮
八

4福島

註
九

出
噌ζJ ト~

i 宮
口同

ロD 
匂

〉
口 0.

r>記
ト唱

豆 B

L i 
ト司 、..

p> 
<>> 
bg o 。

ω 
<>> 、，

註
一

O

註

e
 

と
の
成
文
化
で
「
数
人
」
と
し
た
と
こ
ろ
は
式
で
任
意
常
一
万

U
や

V

が
交
え
て
あ
る
と
乙
ろ
で
あ
る
。
乙
れ
を
ど
の
よ
う
に
定
め
る
か

は、
M

汁
毅
掌
上
の
問
題
で
あ
る
。

物
理
事
の
問
題
を
徴
分
方
程
式
と
し
て
解
い
た
時
現
わ
れ
る
任
意
常
数
を
確
定
す
る
も
の
は
、
い
わ
ゆ
る
初
期
保
件
で
会
る
と
と
}
透
ず
る
。

五.

可
補
分
配
束
函
教
の
次
敷

可
椅
分
配
末
論
の
初
等
的
臆
用

之、，

一

ヤ

首

i
l
t
t
t
t
L
E
f
t

51 



. 

. 

、

一
橋
論
、
議

第
二
十
一
倉

第
一
-
一
一
毅

52 

案
等
律
が
あ
づ
て
薫
法
が
た
い
た
め
、
可
補
分
配
束
画
敷
に
つ
い
て
は
一
見
‘
通
常
の
次
数
の
考
え
は
不
必
要
か
に
見
送
る
。
然
し
本

節
の
所
論
が
示
す
如
く
奥
え
ら
れ
た
¥
(
同
)
に
は
そ
れ
特
有
の
カ
I
ヂ
ナ
ル
教
が
定
め
得
る
し
.
そ
れ
は
あ
る
意
味
で
通
常
の
函
数
の
衣

敢
に
あ
た
る
も
の
と
考
え
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

+

、

、

J

可
補
介
配
束
B

K
づ
い
て
謝
構
差
法
十
を
考
え
る
と
二
の
入
が
示
す
通
り

(
P
+
σ
)
十
の
H
P
+
(
σ
十
る
で
あ
る
。
又
二
向
日
に
よ
っ
て

B
の
任
意
の
元

x
に
つ
い
て

.
M
+
M
H
C
で
あ
る
た
め
‘

p
十
t
H
の
に
わ

J

い
て
へ

b
、

c
の
ど
の
一
う
を
未
知
元
と
考
え
て
も
、
そ
れ

を
一
意
的
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
れ
ば

「
可
補
分
配
束
が
掛
橋
差
法
に
闘
し
て
群
を
な
し
て
い
る
」

と
と
を
一
不
ナ
。
た
全
一
の

ωに
よ
っ
て
・
こ
の
群
の
単
位
元
は
O
で
あ
り
、
ニ
の
仰
に
よ
っ
て
‘

B
の一苅

a
m
r逆
芳
は

a
白
身
で
あ
記
r

a-

次
に

B
の
輿
え
ら
れ
た
画
数
を
し
「
(
凶
〉
と
し
、

B
の
二
元

a
.
b
に
A
J

き
」
R
P
)
H
H
(
σ
)
で
あ
る
と
き
‘

a
は
b
に
同
値
で
あ
る
と
い

ぃ
、
そ
れ
を

p
t
σ
Q
(凶
〉
)

と
詑
ナ
る
こ
と
に
す
れ
ば
、
こ
の
関
係
は
明
白
に
、
抽
象
代
数
闘
争
で
い
う
同
値
一
肌
院
で
あ
る
。
従
っ
て
こ
の
関
係
に
よ
っ
て
、

B
の
元
全

組
担

b
A
同
値
級
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

九『民

こ
の
同
値
級
が
ど
の
よ
う
に
定
ま
る
か
を
明
か
に
す
る
の
が
第
一
の
問
題
で
あ
る
。

そ
の
た
め

B
の
二
元
が
同
値
で
あ
る
た
め
の
完
全
保
件
を
求
め
よ
う
。

今

a
、
b
が
」
「
(
と
に
闘

L
て
伺
値
で
あ
る
と
す
れ
ば

f
l
r
r
hト
[
?
L

'-. 
1匂

J 

、

1
4て

J『

/
 

!
?
J
，

F
i
f
k
 

ダ
『

z
b性
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む丹

司会手
J 今、

争て

司，....匂

」
可
(
伊

)
H
¥
(
σ
)

交
が

0
で
あ
る
一
一
元
に
つ
い
て
は
)
と
+
が
同
義
で
あ
る
と
と
か
ら

ノ，

Q
(
同
〉
)
伊
)
+
合
ハ
。
)
)
担
、
〉
H
Q
(
同
)
}
ぴ
)
+
Q
(
C
〉
〉
σ
、
)

Q
(
同
)
)
伊
)
+
Q
(
。
)
弘
、
)
+
Q
(
H
)
》
σ
)
+
Q
(
。
〉
}
σ
、
)
H
。

D
+
に
よ
っ
てQ(同

)
1
(
μ

十
ぴ
)
)
+
Q
(
O
)
〉
(
戸
、
+
σ
、
)
)
H
C

二
の
仰
に
よ
っ
て
p
、
+
σ
、
日
公
+
σ
、
〉
、
H
P
+
σ
、
、
H
P
十
ぴ
従
っ
て
よ
式
は

(
L
司

(
H
)
》
ハ
p
+
ぴ
〉
)
十
三
(
C
)
3
(
P
十
σ
U
U
H
O

再
び
D
+
に
よ
っ
て

， 

Q
公
)
+
¥
(
。
)
〉
}
(
p
+げ
)
H
O

と
な
る
。
右
の
計
算
は
ど
れ
も
逆
が
利
く
か
ら
、

ωか
ら

ωが
導
き
出
さ
れ
る
。
即
ち

コ
一
元

a
.
b
が

-RM)
に
つ
い
て
同
値
で
あ
る
た
め
の
完
全
保
件
は

(
M
P〉
+
¥
(
。
U
)
入
p
+げ
)
H
C

で
あ
る
。
」

と
と
に
友
る
。

特
に

0
と
同
値
た
元

n
と
は
。
+
ロ
H
ロ
で
あ
る
か
ら

53 
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と
た
る
一
克
明
u

の
と
と
で
あ
る
。
か
よ
う
た
元

n
ろ
一
時
一
の
集
合
を

N
と
か
と
う
。

N
の
二
一
万

n
.

r. .rヘ、司、、司、
r¥νf¥  
ト ド帽A、J¥J

+ + 
~ ~ 。。
¥..1 ¥ J  
¥ J  ¥J  

blb 
。。

相
加
え
て

Q
Q
)十
、
〈
。
)
)
人
口
+
3
H
O

一n
を
と
れ
ば

l' 

と
れ
ば

n
.
6
と
共
に
H
H
+
出
も
N
に
属
す
る
こ
と
を
一
万
ナ
。
こ
こ
で
云
を
一
n
自
身
と
み
ず
、
一
n
を
云
の
逆
元
と
み
れ
ば
、

N
は
封
稽
差

(

四

〉

'

法
に
閥
し
て

B
の
部
分
群
を
な
す
こ
と
と
た
る
。

B
を
N
で
剰
佐
一
艇
に
分
け
た
も
の
を

出

H
Z
+
w
h
n
w
+
Z
σ
+

と
す
る
。

B
の
二
元
k
.
ー
が
L
『
(
M

円
〉
に
関
し
て
同
値
で
あ
る
と
す
れ
ば

ωに
よ
っ
て

(
L

『
(
同
〉
+
L
『
(
。
〉
〉
〉
(
]
内
+
日
〉
州
。

と
と
に
た
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
い
ず
れ
も
遣
が
利
乙
か
ら

亡
れ
は
】
内
+
H
が

N
に
麗
す
る
と
と
を
意
味
す
る
。
と
と
で
ー
を
1
の
逆
元
と
み
れ
ば
、

k
.
ー
が

N
に
闘
す
る
同
じ
剰
儀
級
に
層
す
る

「

N
に
闘
す
る
剰
徐
殺
が
そ
の
ま

h
h
?
γ
に
閲
す
る
同
値
級
に
な
る
」

一
の
で
あ
る
。

b
?
で
i
f
!
?
!と
に
f
s
r

~'.' 

h
T
 

l
r
判

，

iht

-
b
z
A
仇

Mh'
、
正
断

d俗、
一、
t祖.-

ョ公

恥)

』

守

ヘ3
3
M
J
'
f
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九‘、
也、

ノ

.--' 

、，

N
に
闘
す
る
剰
融
級
各
は

B
の
部
分
集
合
と
し
て
等
し
い
ヵ
、
I
ヂ
ナ
ル
教
を
有
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
穴
と
に
よ
っ
て
一
意
的
に
定
ま

る
カ
I
ヂ
ナ
ル
敷
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は

¥
(
凶

)
H
H
(
。)

た
ら
し
め
る
X

の
集
合
の
カ

1
ヂ
ナ
ル
敷
で
あ
る
と
共
に

¥
(
世
円

)
H円

(
が
可
解
で
あ
る
と
き
)
の
根
の
集
合
の
カ

1
ヂ
ナ
，
ル
敷
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
通
常
の
函
数
の
次
敢
に
営
る
も
の
と
み
て
主
か
ろ
う
。

右
は
や
や
純
粋
敷
接
的
た
問
題
で
も
あ
り
、
純
粋
致
事
的
な
立
論
で
も
あ
る
が
)
強
い
て
こ
の
結
論
に
命
題
算
的
解
樺
を
下
す
，
な
ら
ば
.

「
捷
元
を
含
む
命
題
画
敢
に
或
る
意
味
を
も
た
し
む
べ
き
費
元
の
値
の
多
さ
(
巌
格
に
は
カ

1
ヂ
ナ
ル
敷
〉
は
そ
の
意
味
と
は
無
関
係

に
命
題
画
敷
だ
け
に
よ
っ
て
定
ま
る
」

ム
」
い
づ
て
も
よ
か
ろ
う
。

， ¥ 

註

群
の
定
義
は
抽
象
代
数
撃
の
ど
ん
な
著
書
に
も
み
ら
れ
る
が
、
乙
と
で
は
五
回

五
四
頁
参
照
。

五
六
頁
に
よ
っ
た
。

前
掲
書

設

単
位
一
加
、
建
元
に
円

J
e

い
て
は
五
回

正

問

問

書

五
回
建
次
郎

一一九一良
c

向

害

詮

八
頁
参
照
。

註
四

抽
象
代
数
拳

一
六
頁
。

昭
和
七
年

註
五

IE 
悶

同
書

註ムハ

自
然
数
の
相
等
翻
係
を
捷
張
し
て
え
ら
れ
る
数
概
念
の
筑
張
で
、
「
物
の
多
さ
」
を
無
限
の
場
合
に
づ
い
て
も
表
わ
ナ
も
の
で
あ
る
と
考
え
て

一55
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...... ，、

ナ

び

む

以
上
節
を
遁
っ
て
、
可
補
分
配
束
の
見
地
か
ら
記
競
論
理
事
の
諸
定
理
を
見
な
お
し
‘
そ
の
初
等
的
臆
用
(
他
の
理
論
へ
の
臆
用
で
た

く
賓
用
へ
の
鹿
用
と
い
う
意
味
で
〉
を
古
典
に
例
を
と
っ
て
解
説
し
‘
新
た
友
膝
用
と
思
わ
れ
る
集
圏
構
成
を
付
加
し
た
。

可
楠
分
配
束
自
身
と
し
て
、
ま
だ
ま
だ
扱
う
ベ
電
問
題
も
残
っ
て
い
る
し
‘
興
味
あ
る
結
論
も
出
て
来
る
。
例
え
ば
、
奥
え
ら
れ
た
函

数
¥
(
と
に
よ
る
同
値
級
と
必
ら
ず
唯
一
元
を
共
有
す
る
よ
う
友
同
値
級
を
も
っ
函
数
日
X
M〉
を
構
成
す
る
と
と
が
で
き
る
唱
と
の
同
値

ノ
級
で

0
を
含
む
も
の
を
し
「
(
同
)
に
つ
い
て

N
、
R
M
)

に
つ
い
て

M
と
す
れ
ば
、

B
の
元
は
一
意
的
に

N
の
一
苅
と

M
の
元
の
濁
稽
差
と
し

て
表
わ
さ
れ
る
と
と
が
誰
明
で
き
る
。
そ
し
て
こ
の
立
論
に
も
封
橋
美
の
考
え
を
活
用
す
る
と
と
が
で
き
る
。
た
お
右
は
群
論
の
立
場
か

ら
は
、
直
積
分
解
の
一
例
と
た
る
。
叉
方
程
式
L
『
(
阿

)
H
C

が
可
解
僚
件
を
み
た
し
て
い
た
い
と

B
の
中
で
は
と
け
ぬ
が
)
方
程
式
可
解

化
そ
の
他
を
目
指
し
て

B
を
元
調
集
合
に
抜
大
す
る
こ
と
も
問
題
と
な
り
得
ょ
う
。
そ
の
場
合
許
さ
れ
る
相
等
の
定
義
が
十
四
種
に
限
ら

れ
る
こ
と
は
筆
者
が
、
か
つ
て
大
塚
教
製
舎
誌
第
八
巻
第
二
披
(
切
c
c
z
g
k
r
]
官
官
P

元
謝
の
謝
等
〉
で
示
し
た
慮
で
あ
る
。
櫨
の
媛
大

に
相
賞
す
る
事
項
が
可
補
分
配
束
で
い
と
の
よ
う
に
行
わ
れ
る
か
も
考
え
ら
れ
.
可
補
分
配
束
B
の
自
可
補
部
分
束
S
の
擦
大
に
つ
い
て
は
‘

謝
稿
差
群
と
し
て
の

B
の
S
に
闘
す
る
剰
齢
級
が
重
要
た
役
割
を
演
ず
る
こ
と
が
明
ら
か
と
た
っ
て
い
る
。
こ
の
立
論
に
も
艶
稽
差
の
考

え
が
役
立
つ
。

右
は
あ
く
ま
で
、
純
粋
敷
壊
の
問
題
で
あ
り
、
結
論
で
あ
る
。
こ
れ
ら
が
命
題
算
的
に
ど
の
よ
う
に
解
樺
さ
れ
る
か
又
集
合
算
的
に
ど

の
よ
ラ
な
賓
用
問
題
に
醸
用
さ
れ
る
れ
も
意
味
の
な
い
聞
で
は
た
か
ろ
う
‘
叉
機
を
得
て
蝿
れ
た
い
と
思
う
。
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